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研究成果の概要： 赤(紫)キャベツ色素を用いて約 1%の変換効率を持つ色素増感太陽電池を作

製した。また、赤(紫)キャベツ色素に少量のクルクミン色素を添加することにより、赤(紫)キャ

ベツ色素及びクルクミン色素をそれぞれ単体で使用した場合よりも高い変換効率が得られるこ

とを示した。さらに、赤紫蘇色素を用いても一定の変換効率が得られることを示した。 
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１．研究開始当初の背景 
 現在、クリーンエネルギーの導入が世界中
で進められている。その中でも、太陽電池は
立地条件等の制約が少ないことから、最も期
待されているものの一つである。太陽電池の
内、最も使用されているのはシリコン系太陽
電池であるが、多くの電力を使用するなどの
デメリットがある。そのため、光合成型太陽
電池と言われている色素増感太陽電池が将
来のクリーンエネルギーとして期待されて
いる。しかし、高効率が得られる色素増感太
陽電池においては、多くの場合、希少元素で
あるルテニウムを含むルテニウム錯体色素
が用いられていた。そのため、安価な色素を
用いた太陽電池が求められていた。 

 
２．研究の目的 
 従来、高効率が得られる色素増感太陽電池
においては、多くの場合、希少元素であるル
テニウムを含むルテニウム錯体色素が用い
られていた。そのため、安価であることが期
待されている色素増感太陽電池であるが、実
際は、多くの場合、高価な色素を用いて太陽
電池が作製されていた。本研究では、赤(紫)
キャベツ色素、クルクミン色素、赤紫蘇色素
などの植物色素、及び NKX-2553 など希少元
素を含まない合成色素を用いて安価・高効率
な色素増感太陽電池を実現することを目的
とした。 
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３．研究の方法 
 種々の植物色素及び希少元素を含まない
合成色素を用いて色素増感太陽電池を作製
した。具体的には、赤(紫)キャベツ色素、ク
ルクミン色素、赤紫蘇色素、NKX-2677、及
び NKX-2553 を用いて色素増感太陽電池を
作製した。これらの色素は酸化物半導体膜上
に吸着させるが、その時の色素溶液の温度、
及び浸漬させる時間を様々に変化させて色
素増感太陽電池を作製した。そして、得られ
た太陽電池の短絡電流密度及び開放電圧等
を測定し、さらに、最大電力、フィルファク
ター、及び変換効率等を求めた。 
 
４．研究成果 
 赤(紫)キャベツ色素を用いて約 1%の変換
効率を達成することが出来た。また、赤(紫)
キャベツ色素に少量のクルクミン色素を添
加することで、両者をそれぞれ単体で使用し
た場合よりも高い変換効率を得ることが出
来た。さらに、NKX-2677 と NKX-2553 を
混合した色素を用いて色素増感太陽電池を
作製した結果、両者をそれぞれ単体で使用し
た場合と比較して高い変換効率が得られる
ことが判明した。 
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